
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 

学 校 名 瑞浪市立稲津幼児園 

実 施 期 間 平成２６年１１月１日（土） 

実 施 概 要 家族参加 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  ☑自然   □歴史   □文化   □産業   ☑その他 

 公開の方法 
  ☑授業公開 □成果発表 □交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 
保 護 者 約 １５０ 人 

計 約 １５０ 人 

地域関係者 ０ 人 

 

実 施 状 況 

・登園時の鞄等の片付けの様子を見て頂いた後、クラス毎に準備した様々な

環境で家族と一緒に遊んでいただこうと思ったが、なかなか保護者が子ど

もと共に遊べなかったので、放送で呼び掛けたり実際に声をかけたりし

て、子供と共に触れ合って遊んでいただくようにした。 

・にこにこキラキラタイムは、親子で体操（どんぐり体操）触れ合い遊び（じ

ゃんけん）を楽しむ。 

・朝の会の様子を見て頂き、歌を披露する。 

クラス活動 

０・１・２歳児  ひよこ組：自然物を使って遊べる玩具作り 

３歳児ちゅうりっぷ組：家族でどんぐり迷路作り  

たんぽぽ組：木の実を使って粘土あそび 

４歳児  ぺんぎん組：小枝のモビール作り  

いるか組：小枝・木の実の写真立て作り 

５歳児    ぞう組：サツマイモクッキング 

（イモきんとんをデコレーションしよう！） 

 



成果及び課題 【成果】 

・幼児園の生活の様子や、子どもの様子を見ることで、園生活について及び

我が子の園での様子を理解していただく事が出来た。ひよこ組や３歳児保

護者にとっては、子どもが安心して過ごしている姿を見て安心し、４・５

歳児保護者にとっては園で活き活きと遊ぶ姿や、集団の中で落ち着いて生

活する姿に子どもの成長を感じて頂く事が出来た。 

・保護者が子どもと一緒に遊ぶ心地よさ、嬉しさ、楽しさを味わうと共に、

子どもが喜ぶ姿をみてもらい、一緒に遊ぶことの大切さ楽しさを実感して

もらう事が出来た。 

・３・４歳児は秋の自然物を利用した製作を行った。既成の玩具ばかりでな

く自然物を利用しても楽しく遊べることを知っていただくことができた。 

・５歳児は自分たちが植えて育て、収穫したサツマイモを利用してのクッキ

ングであることで食育にも繋げる事が出来た。また、５歳児でもピーラー

や包丁を使えることを知っていただくこともできた。（今後５歳児が家庭

で調理の手伝いを行い、家族の一員として力を発揮できる機会が増えるこ

とを願っている） 

           

・園児の兄弟も一緒に参加してくれたため、共に楽しむ事が出来、温かな 

交流の場となった。 

 

・普段参観日は平日であるため、母親だけの参加がほとんどである。そのた

め兄弟を掛け持ちして見ることになるが、土曜日に行ったことで父親の協

力を得る事が出来、一人に一人ずつ見て頂く事が出来た。いつもは半分の

時間しか見てもらえない子ども達も、十分見てもらえ満足することができ

た。 

 

【課題】 

・父親が多数参加していただけるので、体を動かして父親と楽しめるような

遊びの工夫をする。 

 

・家族参加に対して持っている園側の意図を保護者にもっとよく分かるよう 

 に通信等で説明しておく。 

 

・地域住民の協力が得られる地域なので、地域住民を巻き込む工夫をする。 

 


